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●要約 

ラット気管上皮（ＲＴＥ）細胞の焦点抑制試験およびＡ４２７ヒト腫瘍細胞の固定独立試験によって、二種の薬用

のアーユルヴェーダ薬草混合物Ｍ４およびＭ５の化学予防的可能性の評価を行った。水性抽出物とエタノール抽出

物の割合を１：１としたＭ４は、ＲＴＥの検査においてベンゾピレンにより誘発される形態的変化を２７％抑制し、

柔らかい寒天で培養したＡ４２７腫瘍細胞の成長を５１％抑制した。Ｍ５の水性抽出物は、ベンゾピレンに露出さ

れたＲＴＥ培養物の変化を５３％抑制した。これらの結果は、Ｍ－４およびＭ－５が腫瘍性変化の過程を抑制する

ことを示唆している。Ｍ４およびＭ５の成分に類似する化合物を上記の検査で試験した結果、それらも化学予防的

活性を示した。試験対象となった化合物は、クルクミン、フェルラ酸、カテキン、ビオフラボノイド、レチノイン

酸、パルミチン酸アスコルビル、グリシルヒチン酸である。 


